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要  旨 
 本研究は，精神科デイケア利用者の自己効力感の因子構造および特性を明らかにすることを目的とする。 



















































Community Life Scale；以下 SECL とする）を開発し，
信頼性と妥当性，有用性の確認をしている 11）． 
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方  法 
 作業療法士が常勤で勤務しており，治療的意図をもっ
てプログラムを実施しているデイケアのみを対象として




院 2 施設，精神科クリニック 1 施設であった． 





















































適合度指標 GFI（Goodness of Fit Index）ならびに修正
適合度指標 AGFI（Adjusted Goodness of Fit Index），
REMSA（Root Mean Square Error of Approximation）
を採用した．一般的に，GFI と AGFI は 0.9 以上，REMSA
は 0.1 以下であることが判断基準とされている 14）． 
 本研究のデータの分析には，ソフトウェア SPSS for 
Windows 13.0J および AMOS Version 5.0 を使用した． 
  
結  果 
 調査協力の得られた 292 名のうち，回答上の問題が






























偏差，最小値，最大値を表 2 に示す． 
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 最も平均値が高かった項目は，「処方された薬をきち







 SECL の 18項目の回答の分布（尖度・歪度）を確認し
た後，18項目について主因子法による探索的因子分析を

































GFI が 0.943，AGFI が 0.906 といずれも 0.9 以上の値を
示した．また，REMSA は 0.060 であった．このことか
ら，このモデルは適合度がよいと判断した． 
 




















































図 1 SECLの確認的因子分析のモデル 
 
 図 2 は，大川ら 10）の因子構造をモデルとして図示した
ものである．今回のデータでこのモデルを検証してみる
と，χ２値は 408.640，GFI は 0.840，AGFI は 0.781，
REMSA は 0.094 となり，先のモデルより適合度が低く
なった． 
 
考  察 
 大川ら 10）は SECL を作成した際，「日常生活」「治
療に関する行動」「症状対処行動」「社会生活」「対人










川ら 10）はその対象者として入院患者を 54 名，デイケア










































図 2 先行研究における SECL因子構造モデル 
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A Study of Self-Efficacy of Day Treatment Users 
－The Structure of Self-Efficacy－ 
 
Hitomi Takehara  Akiyo Kanayama 
Shijonawate Gakuen University Faculty of Rehabilitation 
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Abstract 
 The purpose of this study was to clarify a day treatment user's factor structure and the characteristic 
of self-efficacy. The self-efficacy measure was used for 260 users of day treatment, and investigation of 
self-efficacy across boundaries was conducted.  
When explanatory factor analysis was conducted, the day treatment user's self-efficacy was constituted 
by the five factors "everyday life", "social life", "personal exchange", a "change of pace", and "condition 
self-control", and it became clear that the low rank measure score of a "personal exchange" factor is the 
lowest. 
